
国立研究開発法人国立循環器病研究センター契約監視委員会議事概要 

 

第１７回国立研究開発法人国立循環器病研究センター契約監視委員会が、平

成２８年６月２０日（月）に、当センター応接室において開催されましたので、

その議事概要について公表します。 

 

開催日・ 場所 平成２８年６月２０日（月） 当センター応接室 

委 員 

（ 敬 称 略 ） 

委員長 竹山 健二 （監事） 

委 員 片山登志子 （監事） 

委 員 小山  登 （公認会計士） 

委 員 妹尾  悟 （弁護士） 

審議事項等 １．一者応札・応募事案フォローアップ票（平成２７年度分）に 

ついて 

２．競争性のない随意契約 

３．一者応札・応募 

４．落札率１００％ 

５．その他 

６．今後のスケジュール 

 

議 事 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

○第１６回契約監視委員会における意見等の対応状況について 

 １．競争性のない随意契約とする基準について 

 ・研究に関連するような特殊性の高い案件、１者応札がつづい

ている案件等については、一般競争から随意契約への移行を検

討する。その際には、随意契約とする根拠やルールを明確化す

ること。 

→個別具体的に判断せざるをえない面があり、ただちに一般的

なルールを定めることが困難な面がある。 

 １者応札が複数年続く案件のうちメーカーが代理店を兼ね

る場合については、関連業者に対してヒアリングを行い１者応

札となった要因を分析し仕様の見直しを検討するとともに、慎

重に検討のうえ真に競争が困難な場合は、随意契約とし、条件、

価格等に関する交渉を実施する。 

２．研究に関する業務委託の経費節減に対する意見につい

て  

・研究に関係する契約で業務委託の内容の多くが他の契約と重

複する案件については、研究者間の協力によって契約額が削減

できるような方策について検討されたい。 

→データ及び事務処理作業等の業務を一括調達するという可

能性が考えられるが、研究事業においては、類似しているよう

にみえる業務であっても、それぞれの研究目的を効果的に達成



できるように仕様が決定される必要があり、一部分を切り離し

て契約することは困難な面がある。 

 また、別個に予算（委託費、補助金等含む）が措置され個別

に調達を執行する必要があるという点からも、この方策の実現

は困難な面がある。 

 上記のことから引き続き競争環境を整える方策を強化する。 

 

【審議事項１「一者応札・応募事案フォローアップ票」（平成２７

年度分）について】 

 一者応札・応募事案フォローアップ票６件について審議 

  ・特になし。 

 

【審議事項２「競争性のない随意契約」について】 

１．審議案件 

①平成２７年度 ３９件 平成２８年度 ７件 

２．審議事項 

①契約事由 

②契約価格 

③一般競争入札等への移行の可否 

④改善方策 

⑤法令等への適用の可否 

３．審議結果 

・特になし。 

 

【審議事項３「一者応札・応募」について】 

 １．審議案件 

①平成２７年度 ３０件 平成２８年度 ２件 

 ２．審議事項 

①競争性の確保のための改善方策 

②仕様書の内容など具体的な条件の設定 

３．審議結果 

・特になし。  

 

【審議事項４「落札率１００％」について】 

１．審議案件 

①平成２７年度 ３０件  

２．審議事項 

①予定価格の設定 

３．審議結果 

・特になし。 



 

【審議事項５「その他」について】 

・特になし。 

 

【審議事項６「今後のスケジュール」について】 

  ・次回第１８回の契約監視委員会は平成２８年１０月１７日 

（月）１３時００分から開催する。 

      以  上                    

 

【問い合わせ先】 

国立研究開発法人国立循環器病研究センター 

契約監視委員会事務局（監査室） 

電話０６－６８３３－５０１２ 

 


